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観光地においては，小観光地少数区（237 g C m-2 yr-1）>大観光地少数区（63 g C m-2 yr-1）
>大観光地多数区（50 g C m-2 yr-1）>小観光地多数区（20 g C m-2 yr-1）であり，長期的
には観光による利用圧が高いほど土壌有機物の減耗を引き起こす可能性があると認められ
た。②牧畜地においては，対照区（439 g C m-2 yr-1）>採草区（233 g C m-2 yr-1）>放牧
区（53 g C m-2 yr-1）であり利用圧の高い処理区において，より急速に土壌有機物の減耗
が進行する可能性があると認められた。 
最後に第 7 章では，結論として，①観光地においては，集中的な踏圧が植生および土壌
の劣化を引き起こしており，今後，受け入れる客数を制限するか，観光地での観光客の歩
くルートを定期的に変更することが望ましいこと，また，②牧畜地においても同様に，植
生および土壌の劣化が観察されたことから，草原を持続的に利用するためには，今後，採
草地および放牧地に定期的な休閑（禁牧）の導入を考慮することが，当該地域における土
地資源の適正利用法を確立する上で，必要であると提言した。 
